
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３０１９ 

令和４年度 商業科 

 

教科 商業 科目 課題研究 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 課題研究メソッド 2nd Edition（啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 これまでの鶴見商業高校商業科での学びの中で新しい発見や興味深い発見が色々あったでしょ

うか。この講座は、そういった発見について、もっと知りたいとかもっと学びたいといったみなさ

んの内側にある向上心を存分に引き出すことのできる大切な授業です。この授業では、自ら設定し

たテーマのもと、問題解決のために自らアイデアを出し、個人で学習を進めていきます。定期考査

は実施しません。ビジネスに関するテーマについて、その知識や発見を得る過程の中で、何事に対

しても一生懸命取り組む姿勢をこの講座で身につけてほしいです。 

 

２ 学習の到達目標 

自ら課題を設定し、学習活動計画の立案から調査・研究，研究結果の発表までを行う過程において

専門的な知識・技能を深めるとともに、主体性・問題解決能力を養う。思考力・判断力・表現力の

向上を目標に、３年間の学習の集大成として論文作成及び研究発表を行う。   

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生徒自らがビジネス

の諸問題に関心を持

ち、自ら課題設定を

している。主体的か

つ積極的に課題解決

に向けて取り組むこ

とができている。 

生徒自らが設定した

課題に対して思考を

深め、課題解決に向

け収集した情報を適

切に判断及び表現す

る力を身につけてい

る。また、論理的で

客観性のある意見を

論じることができて

いる。 

課題解決に向け収集

した情報を適切に活

用できている。また、

プレゼンテーション

ソフトの活用や資料

や冊子の配布をする

などし、効果的な研

究発表ができてい

る。 

生徒自ら設定した

課題について基礎

的な知識を身につ

け、理解を深めるこ

とができている。 

評
価
方
法 

授業観察 

出欠状況 

提出物 

研究発表 

授業観察 

提出物 

研究発表 

授業観察 

提出物 

研究発表 

授業観察 

提出物 

研究発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

レ
ポ
ー
ト
作
成 

・ 

発
表 

研究テーマの設定 ○    

a: ビジネスについて興味を持

ち、自らの意志で研究テーマを

決めることができた。／ビジネ

スについて興味・関心を持ち課

題の解決に向けて、主体的かつ

積極的に取り組む 

b: 課題解決に向けて収集した

情報を適切に判断し、レポート

課題や発表に活かすことがで

きた。作文ではなく論文とし

て、論理的な思考で成果を上げ

ることができた。 

c: レポート課題やプレゼンに

おいて収集した情報を効果的

に活用することができた。ま

た、参考文献や出典を正確に記

すことができた。 

d: 研究テーマについての知識

を身につけそのテーマについ

て理解を深めることができた。

レポートやプレゼンの内容が

客観的な事実に基づいたもの

か。 

授業観察 

出欠状況 

提出物 

研究発表 

報告書提出 

※全学期共通 
○ ○ ○ ○ 

【発表①】 

【レポート①】 

研究動機について 

○ ○ ○ ○ 

【レポート②】 

中間論文" 
○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

論
文
作
成 

・ 

発
表 

【発表②】 

中間報告 
○ ○ ○ ○ 

a:ビジネスについて興味・関心

を持ち課題の解決に向けて、主

体的かつ積極的に取り組む 

b:課題解決に向けて収集した

情報を適切に判断し、論文作成

や発表に活かすことができた。

作文ではなく論文として、論理

的な思考で成果を上げること

ができた。 

c:論文作成やプレゼンにおい

て収集した情報を効果的に活

用することができた。また、参

考文献や出典を正確に記すこ

とができた。 

D:研究テーマについての知識

を身につけそのテーマについ

て理解を深めることができた。

論文やプレゼンの内容が客観

的な事実に基づいたものか。 

授業観察 

出欠状況 

提出物 

研究発表 【レポート③】 

卒業論文 

作成 

○ ○ ○ ○ 
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３ 

卒
業
発
表 

【発表③】 

研究発表会 
○ ○ ○ ○ 

a:ビジネスについて興味・関心

を持ち課題の解決に向けて、主

体的かつ積極的に取り組む 

b:課題解決に向けて収集した

情報を適切に判断し、発表に活

かすことができた。作文ではな

く論文として、論理的な思考で

成果を上げることができた。 

c:プレゼンにおいて収集した

情報を効果的に活用すること

ができた。また、参考文献や出

典を正確に記すことができた。 

D:研究テーマについての知識

を身につけそのテーマについ

て理解を深めることができた。

プレゼンの内容が客観的な事

実に基づいたものか。 

授業観察 

出欠状況 

提出物 

研究発表 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

  

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


